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令和２年８月１日

保護者 様

松戸市立松飛台第二小学校
校 長 市 川 正 人

夏休み（夏季休業）中の過ごし方と
「新型コロナウイルス感染症」拡大防止に関する対応について（通知）

猛暑の候，保護者の皆様におかれましては，ご健勝のことと拝察し，お喜び申
し上げます。

日頃より，本校の学校教育活動と家庭のおける感染拡大防止につきまして，格
別なるご理解とご協力をいただき，誠にありがとうございます。

さて，県内において新たな感染者が急増している状況を踏まえ，昨日３０日に
は，県知事から県民向けに，感染リスクを避けて慎重な行動をとるようメッセー
ジが発せられたところです。また，市内においても新たな感染者が発生しており，
予断を許さない状況にあります。

そのような難しい状況の中で，明日からいよいよ夏休み（夏季休業）となりま
す。夏休みは，学校での学び以外の体験活動や自分の好きなことにじっくり取り
組んだり，家族や地域の人たちと同じ時間を共にすることで，自立や社会性とい
った「心の土台」となる非認知能力を身につける絶好のチャンスです。

しかし，今年の夏休みは，これ以上，感染を広げないためにも，基本的な感染
症対策（感染源を絶つこと，感染経路を絶つこと，抵抗力を高めること）を心が
けた生活が必要になります。

つきましては，下記のとおり，夏休み中の留意事項についてまとめましたので，
内容についてご確認の上，ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

また，下記事項を参考に，お子様にとって過酷で過剰な感染防止対策にならな
いようにご配慮いただき，感染リスクとお子様の心とからだの健康のバランスに
配慮した各家庭における「新しい家庭生活スタイル」の実現をお願いいたします。

記

１ 日常の健康管理の徹底と学校への電話連絡について

(１)夏季休業中も引き続き，毎朝，検温と風邪症状の確認をし，健康観察確認票
に記入してください。健康観察は，同居するご家族も同様に行ってください。
なお，健康観察確認票は，８月２４日（月）の登校時に持参させてください。

(２)お子様及び同居するご家族の中で，発熱や風邪症状などの体調不良が見られ
た場合は，病院を受診し，自宅療養してください。外出などの判断は，医師
の指示に従ってください。

(３)お子様及び同居するご家族の中で，次の事項にあてはまる場合は，速やかに
学校に電話連絡をお願いいたします。（情報は秘匿します。）

＊夜間時間外（平日８時１５分～１６時４５分以外），土・日・祝日や学校閉
庁日（８月１１日～１４日，１７日）でつながらない場合は，新型コロナウ
イルス対応専用緊急連絡先（０＊０－＊＊＊＊－＊＊＊＊）へご連絡くださ

＊緊急連絡先電話番号は、配付した文書及び連絡メール２にてご確認ください。
い。

①医師等の判断でＰＣＲ検査，抗原検査等が実施されることになった場合
②ＰＣＲ検査，抗原検査等の結果が判明した場合（症状の有無に関わらず）
③感染が判明または濃厚接触者と認定された場合
④「帰国者・接触者相談センター」に相談すべき症状がみられる場合
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【帰国・接触者相談センター（松戸健康福祉センター[松戸保健所]内）】
［対応時間］平日，午前９時から午後５時まで
ＴＥＬ０４７－３６１－２１４０ ＦＡＸ０４７－３６８－０６８９

【相談・受診の目安】
・息苦しさ（呼吸困難），強いだるさ（倦怠感），高熱等の強い症状のいず

れかがあるとき（症状には個人差があるので，強い症状と思う場合にはす
ぐに相談すること）。

・基礎疾患があり，発熱や咳などの比較的軽い風邪症状があるとき。
・上記以外で，発熱や咳など，比較的軽い風邪症状が続くとき。
（症状が４日以上続く場合は必ず相談すること）

＊上記に該当しない場合でも，相談は可能である。

※なお，お子様及び同居するご家族が陽性者及び濃厚接触者等となった場合は，
学校から松戸市教育委員会への報告義務があることと報告書作成にあたって
ご家族の方に，感染の状況等についての聞き取りをさせていただきますので，
ご理解とご協力をお願いいたします。

２ 共生意識の醸成（闘う相手は人ではなく，ウイルスです）

(１)万が一，感染してもお互いに決して責め合うことがないように
新型コロナウイルス感染症が拡大する中，誤った知識や不確かな情報により，

感染された方や治療にあたる医療従事者，感染者が確認された事業者及びその家
族の皆様が，ＳＮＳでの心ない書き込み，誹謗・中傷やいじめ，差別や偏見等の
人権侵害に苦しんでいます。

また，こうした行動が，人々の不安をあおり，感染が疑われる症状が出ても，
受診をためらい，結果的に感染が拡大するという負の連鎖にもつながっています。

新型コロナウイルスは，誰もが感染する可能性があり，そして，誰もが気づか
ないうちに感染を広げてしまう可能性がある感染症です。

新型コロナウイルス感染症で，闘う相手は人ではなく，ウイルスです。
新型コロナウイルスを正しく恐れ，多様な価値観の存在を認めながら，自分と

異なる価値観を許容する心や他人を思う気持ちを育て，共生意識の醸成を図って
いくことが大切です。
万が一，感染してもお互いに決して責め合うことがないようにしましょう。

(２)ウイルスはなくならない。いつどこでだれがかかってもおかしくない。
お子様と日頃から話し合い，いじめや差別などによる人権侵害が絶対に起こら

ないよう，公的機関の発信する正確な情報に基づく行動となるように，特に以下
の点についてご家庭でもご指導ください。

①誰もが感染しうる状況ということを忘れないこと。
（感染対策をしっかりしていても感染することがある）。

②誰もが気付かないうちに感染を広げてしまう可能性があること。
（新型コロナウイルス感染症は感染から発症までの期間が約２週間と潜伏期間
が大変長いことと感染しても無症状の場合がある。）

③一番つらい思いをしているのは感染した本人と家族であること。
④不確かな情報を流したり，体調不良者や感染者等に，誹謗中傷となるような発
言や行為をしたりしないこと。

３ 休み中の留意点（各家庭で）

【新型コロナウイルス感染症の感染の仕方の特徴】
飛沫感染（咳・くしゃみ・発声［メイン・主菜］）＞接触感染（鼻，口，目の
粘膜［サブ・副菜］）＞空気感染（エアロゾルサブ，飛沫核［調味料］）
＊飛沫感染は会食時や１ｍ未満の対面でのマスクなしの会話で感染するケース

が多い。（マスクの着用，フィジカルディスタンスの確保，透明の衝立等）
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＊接触感染は顔の粘膜部分（特に鼻）に汚染された手が触れて感染するケース
がもっとも多い（マスクでガード，手を洗う，うがいをする）。

＊空気感染の可能性は除外できない（ＷＨＯ），密閉された空間に注意。

(１)こまめな手洗いやアルコール消毒を徹底する。手洗いは，水と石けんで丁寧
に洗うことが推奨されています（３０秒程度，手指消毒用エタノールの使用
も可）。手を拭くタオルやハンカチ等は個人持ちとして，共用しないことが
推奨されています。「うがい」は飛沫飛散防止に配慮して行います。

(２)汚れた手で，顔（目・鼻・口の粘膜）をさわらない（特に鼻に注意）。

(３)フィジカルディスタンス（物理的距離・身体的距離）を常に意識する。
①他人との距離を１～２ｍ以上離す。
②最低限，手の届く範囲以上の距離をとる。
③近距離で会話をしない。

(４)咳やくしゃみをするときは，マスク，ハンカチ，タオルやひじなどで口や鼻
をおさえる「咳エチケット」を守る。

(５)帰宅したら，すぐに手と顔を洗い，着替えることが推奨されています。また，
できるならば，シャワーをあびたり，お風呂に入ったりして，体を洗うこと
が推奨されています。

(６)外出する時や室内で家族以外の人と交流する時は，できるだけマスクを着用
させてください。ただし，気温や湿度が高く，熱中症になりそうな時や気分
が悪くなりそうな時，運動をする時は，人と人との距離（フィジカルディス
タンス）を十分確保し，マスクを外す等適切なマスクの着用にご留意くださ
い。また，２歳以下の幼児，障害や疾患などによりマスク着用や人と人との
距離を確保することが難しい方もいることも理解させてください。

＊マスクの有用性（メリット）と危険性（リスク）をよく理解して，正しく使用
することが大切です。

＊屋内では無症状者もマスクを着用することを推奨していますが，屋外での着用
は推奨されていません。会話をせずに歩く，散歩するなどの際は，近くに人が
いなければマスクは必要ありません。ただし，屋外でも２ｍ以内で人と話す際
はお互いにマスクをした方がいいです。

＊屋外でランニングなどの場合，大きな呼吸をすることにより飛沫が遠くに飛ぶ
可能性はあります。数ｍの距離をとって真後ろにはつかない，すれ違う時早め
に距離をとるなど注意をしていただければ，マスクは必須ではありません。

＊感染予防には，手洗いなどを含め総合的な対策が必要で，マスクの有無が全て
ではありません。アレルギーや感覚過敏などでマスクを着けられないからとい
って，不当な差別につながることがあってはなりません。

【マスク着用の有用性（メリット）】
①せきやくしゃみ，会話などで飛び散る飛沫が周囲に飛び散ることを防ぐ。

（マスクは基本的に人に感染させないために必要なもの）
②ウイルスが手を介して口や鼻に直接触れることを防ぐ。

【マスク着用の危険性（リスク）】
①ウイルス粒子を完全にブロックすることはできない。
②マスク着脱の際に手で口や鼻の周辺や目を触る機会が増え，接触感染のリスク

が高まる。
③マスク内の蒸れ等によって，不衛生になり，かぶれなどが増える。
④高温多湿下でのマスクの着用は，息苦しさや不快感がある。
⑤マスクで顔が覆われてしまうと，顔色や表情が見えないため，感情を読みづら

く，健康観察がしにくい。
⑥マスクによって，声がこもって，会話が聞き取りにくい。
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⑦小学生低学年ぐらいまでは，肺の機能（呼吸筋・横隔膜筋等）がまだ未発達な
ので，マスクで呼吸が苦しくなる場合がある。

【マスク着用の留意点】
①マスクを着けるときは，着ける前後に手を洗い，着用後はマスクに触れないよ

うにします。
②マスクを着けるときには，顔にぴったりフィットさせ，鼻から顎の下まで覆う

必要があります。
③マスクを口元からはずしてあごにつけている方を見かけますが，顔の表面はウ

イルスや菌がついている可能性があります。マスクの内側の口元部分があごに
触れると不衛生なのでやめましょう。

④使用した不織布マスク（使い捨てマスク）は，使い回しはせず，着用後に捨て
るか，少なくとも１日ごとに新しいマスクに交換します。

⑤使用した布製のマスクは１日１回，洗濯をして十分に乾燥させます。
⑥マスクを外すときは，表面に触れないよう気をつけて，ひもを耳あたりでつま

んで外し，マスク入れに入れるか，ゴミ袋に入れて捨てます。外した後には手
を洗います。

【熱中症予防行動のポイント】
①気温・湿度が高い中でマスクを着用すると，熱中症のリスクが高くなるおそれ

があります。このため，屋外で人と十分な距離（少なくとも２ｍ以上）が確保
できる場合には，熱中症のリスクを考慮し，マスクをはずします。

②マスクを着用している場合には，強い負荷の作業や運動は避け，のどが渇いて
いなくてもこまめに水分補給を心がけます。また，周囲の人との距離が十分に
とれる場所で，適宜，マスクを外して休憩することも必要です。

③登下校中にマスクを着用し，気分が悪くなるような場合は，感染に気をつけて
はずします。ネッククーラー等の使用も効果があります。

＊マスク着用よりフィジカル・ディスタンス（物理的距離・身体的距離）と手洗
いや消毒の方が重要です。マスク着用がフィジカル・ディスタンスや入念な手
洗いといった対策の代わりにはなりません。マスク着用はこれらの措置の補助
手段として使用されるべきものです。

(７)換気の徹底を図ります。換気は，エアコン使用中も含めて，風が通るように，
戸外に向いている窓・扉は，常に開けたり，扇風機，換気扇等も併用して行
います。また，３０分に１回程度は，部屋の窓と扉を全部開けて，部屋の空
気を入れ換えることが推奨されています。

(８)全国的な発生状況等を踏まえて，お出かけの際には，感染の拡大しているエ
リアや感染のリスクが高いと考えられる施設への移動や利用にご留意くださ
い。特に３密（密閉・密集・密接）になっている施設・場所の回避を心がけ
てください。
＊空気のこもった場所で肺活量が高い活動をしている場所を避けること。
○【リスク大】人の多い室内ライブハウス・カラオケボックス・室内運動施

設，騒音の大きいゲームセンター，パチンコ，室内展覧会（騒音下だと会
話の声が大きくなり，距離が近くなる）＞映画館・クラシックコンサート
（声を出さない）＞美術館・博物館【リスク小】

○【リスク大】卓球，ダンス＞ゴルフ，テニス，釣り（往復の交通手段注意）
【リスク小】

○散歩はリスクゼロに近い。
○【リスク大】子ども同士が友だちの家に集まって大声で盛り上がりながら

ゲームをする＞子ども同士が公園で遊ぶ【リスク小】
○【リスク大】立食パーティー，スポーツバー，個室での会食・ディナー（密

閉，長時間，至近距離で大声で話す），ファミリーレストラン・喫茶店（対
面での長時間の会話）＞テラス席のあるレストラン＞牛丼屋・ラーメン屋
【リスク小】
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(９)自宅待機時も含めて「バランスのとれた食事」「適切な運動」「十分な休養
・睡眠」に心がけ，からだを病気から守るしくみを強くする生活（免疫力を
高める生活）ができるようにお願いいたします。
（「早寝」「早起き」「朝ごはん」）

(10)ご家庭でも，いろいろな場面で，「新しい生活様式」の実践について家族で
話し合い，ご協力をお願いいたします。
・遊びに行く時は，「屋内より屋外を選ぶ」「狭い部屋や施設での長居は避
ける」など

・家族と会話する時は，「可能な限り真正面を避ける（横並び）」など
・公園等で過ごす時は，「空いた時間・場所を選ぶ」「大人数で行かない」

など
・ジョギングをする時は，「少人数で」「間隔を２メートル以上空ける」「す

れ違う時は，距離をとる」など
・買い物に行く時は，「保護者１人，または少人数で」「レジに並ぶときは

スペースを空ける」など
・食事の時は，家族や友人同士等の団らんの場・意義も大切にしながら，「回
し飲み等はしない」「大皿を避けて，料理は個々に」「密接や飛沫に注意
する」「持ち帰りやデリバリーの利用」など

＊【文部科学省通知】新型コロナウイルス感染症対策～「新しい生活様式」
を踏まえた家庭での取組～参照

(11)夏休みやお盆の時期は，ご家族での帰省や家族旅行，ご親族をお迎えする機
会が多くなると思われますが，双方で来訪予定日の２週間前頃から，健康観
察と行動履歴の確認をする等，感染予防対策を徹底することで，お子様に，
楽しい家族旅行，祖父母と過ごす時間や従兄弟と遊ぶ機会をつくってあげて
ください。
＊【観光庁】「新しい旅のエチケット」リーフレット参照

(12)感染の発生状況や高齢者，持病のあるような重症化リスクの高い方と会う際
には，スマートフォンやパソコンによるオンライン帰省を活用するなど，実
際の帰省を見合わせることもご家族で相談くださいますようお願いします。

(13)感染拡大の傾向がある地域へやむを得ず出入りする場合は，最大限の注意を
払い，飲食店や多人数の会合等，クラスターの発生しやすい場所への訪問を
自粛するなど慎重な行動をお願いいたします。

【特別措置法に基づく県民への協力要請（７月３０日・千葉県）】
＊あくまでも自粛要請で強制力はありません。
①多人数での会食の自粛

５～６人以上の宴会，飲み会だけでなく，家族や同僚による昼食の場など
も含む。１つのテーブルで５～６人以上集まるのは控えてほしい。

②感染防止策が不十分な県内外の施設等への外出を控える。 など

【海での遊泳自粛（７月１６日・千葉県）】
①今年度は，県内及び近県の神奈川県，茨城県における全ての海水浴場閉鎖
②監視員やライフセーバーのいない海での遊泳禁止

(14)万が一発症した時に備えて，いつどこで誰と会ったかを記録しておくように
する。スマホが対応機種であれば，国（厚生労働省）の接触確認アプリ「Ｃ
ＯＣＯＡ」の活用も検討してみる。
＊【厚生労働省】新型コロナウイルス接触確認アプリ（略称ＣＯＣＯＡ）参
照
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新型コロナウイルス感染症から子供たちを守り、お子様が安心・安全な学校生活を送ることが出来る
よう、ご家庭においても「新しい生活様式」を踏まえた取組にご協力をお願いします。 
 
１ 毎日の健康観察 
   ・毎日、登校前にお子様の健康観察（発熱や風邪症状の有無の確認）を必ず行う。 
  ・発熱等の症状がある場合は、自宅で休養させる。 

・感染がまん延している地域は、学校からの依頼に基づき、同居のご家族に発熱等の風邪症状 
がみられる場合には、登校を控える。 

 
２ 手洗いの励行 
  ・家に帰ったらまず手や顔を洗う。 
 ・手洗いは３０秒程度かけて水と    

石けんで丁寧に洗う。 
（手指消毒薬の使用も可） 

 
３ 咳エチケットの徹底 

・咳、くしゃみをする際、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖、肘の内
側などを使って、口や鼻をおさえる。 

   
４ ３密の回避（密閉、密集、密接） 
  人と集まる時や外出する際は、次のことに気を付けてください。 
 〇「密閉」の回避 
  ・こまめな換気 
   気候上可能な限り常時行い、困難な場合はこまめに（３０分に１回以上、数分程度、窓を全開

する）、２方向の窓を同時に開けて行う。 
 
〇 [密集]の回避 
  ・身体的距離の確保 

 飛沫感染を防ぐため、できるだけ人と人との距離を確保すること。 
 

 〇「密接」の回避 
 ・マスクの着用 

 外出する時は、できるだけマスクを着用す
る。ただし、気温や湿度が高く、気分が悪い場
合や、熱中症になりそうな場合には、マスクを外す。 

室内でも家族以外の人と交流する際はマスクを着用する。 
 
 
５ 抵抗力を高める 

免疫力を高めるため、十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食事を心がける。 
 

★ 学校生活の中でいかに感染防止を徹底しても、仲の良い友人同士の家庭間の行き来や家族ぐるみ
の交流を通じて感染が拡大してしまうと、学校全体の教育活動が出来なくなってしまうことがあり
ます。特に会食の際には、対面を避けるなど、「新しい生活様式」を参考にして工夫していただき、
感染が広がらないようにご配慮をお願いします。 

 
 

作成：文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課 



新しい旅の
エチケット
感 染リスクを避けて
安心で 楽しい旅 行

楽しくも、
車内のおしゃべり
控えめに。

旅ゆけば、
何はともあれ、
手洗い・消毒。

混んでたら、
今はやめて、
後からゆっくり。

握手より、
笑顔で会釈の
旅美人。

毎朝の健康チェックは、
おしゃれな旅の
身だしなみ。

おみやげは、
あれこれ触らず
目で選ぼう。

ひとり一人の協力が、みんなの楽しい旅を守ります

間あけ、
ゆったり並べば、
気持ちもゆったり。

マスク着け、
私も安心、
周りも安心。

おしゃべりを
ほどほどにして、
味わうグルメ。

こまめに換気、
フレッシュ外気は
旅のごちそう。

旅先の
状況確認、
忘れずに。

旅行連絡会 ･･･ 交通機関や宿泊・観光施設等の旅行関係業界の業界団体等で構成。  詳しくは、 https://www.jata-net.or.jp/virus/ を参照ください。
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新しい旅行スタイルのキホン

毎朝の健康チェックは、おしゃれな旅の
身だしなみ。

旅先の状況確認、忘れずに。

スケジュールは、ゆったりのんびり、
余裕をもって。

間あけ、ゆったり並べば、気持ちもゆったり。

握手より、笑顔で会釈の旅美人。

混んでたら、今はやめて、後からゆっくり。

マスク着け、私も安心、周りも安心。

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

屋外でのびのび満喫、ニッポンの自然。

狭い場所、混んでる場所避け、安心ナイト。

こまめに換気、フレッシュ外気は
旅のごちそう。

旅ゆけば、何はともあれ、手洗い・消毒。

だいじょうぶ、観光地は
いつでもあなたを待ってます。

あなたの協力が楽しい旅を守ります。

● 

● 

● 

● 

● 

● 

移動 食事

車内でもマスク忘れず、さあ出発。

楽しくも、車内のおしゃべり控えめに。

すいている時期、時間帯で快適旅行。

歩いたり、自転車で発見！地域の魅力。

● 

● 

● 

● 

外での食事は、楽しく安心。

取り分けて、安心・安全、おいしい料理。

横並び、料理がもっとよく見える。

おしゃべりをほどほどにして、味わうグルメ。

うまい酒、注がず注がれず、マイペース。

● 

● 

● 

● 

● 

宿泊

人前で、マスク着用、エチケット。

おしゃべりは、部屋に入って存分に。

大浴場、静かにゆっくりいい湯だな 。

部屋の窓、ときどき空けてリフレッシュ。

同宿者、少し離れてご挨拶。

ドアノブやエレベータ、
触れたらすぐに手を洗おう。

手洗いと手指消毒で、安心ステイ。

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

ショッピング

すいている時間に、安心ショッピング。

おみやげは、あれこれ触らず目で選ぼう。

● 

● 

観光施設

すいた時間・場所を選んで安心観光。

予約とり、並ばず、ゆったり、楽しい観光。

狭い部屋、長居は無用、お先に失礼。

おしゃれで安心、
オンラインチケットにキャッシュレス。

忘れるな、マスクは安心の入場券。

おしゃべりは控え目に、手洗いは早めに。

● 

● 

● 

● 

● 

● 

レジ待ちも、間を空けてゆったりと。

歓迎です、少ない額の電子決済。

● 

● 
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厚生労働省

新型コロナウイルス
接触確認アプリ
COCOA
COVID-19 Contact Confirming Application

アプリのインストールや
詳しい情報はこちらから

自分をまもり、大切な人をまもり、
地域と社会をまもるために、
接触確認アプリをインストールしましょう。

COCOAは、新型コロナウイルス感染症の感染者
と接触した可能性について、通知を受け取ること
ができる、スマートフォンのアプリです

○本アプリは、利用者ご本人の同意を前提に、
スマートフォンの近接通信機能（ブルートゥー
ス）を利用して、お互いに分からないようプラ
イバシーを確保して、新型コロナウイルス感染
症の陽性者と接触した可能性について、通知を
受けることができるアプリです。

○利用者は、陽性者と接触した可能性が分かるこ
とで、検査の受診など保健所のサポートを早く
受けることができます。利用者が増えることで、
感染拡大の防止につながることが期待されます。

1メートル以内、15分以上の接触した可能性

・接触に関する記録は、端末の中だけで管理し、外にはでません

・どこで、いつ、誰と接触したのかは、互いにわかりません

※端末の中のみで接触の情報（ランダムな符号）を記録します
※記録は14日経過後に無効となります
※連絡先、位置情報など個人が特定される情報は記録しません
※ブルートゥースをオフにすると情報を記録しません

新型コロナウイルス接触確認アプリのインストールをおねがいします

＊画面イメージ

厚労省 接触確認アプリ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html

新型コロナウイルス感染症対策推進室
情報通信技術(IT)総合戦略室

内閣官房



問１ 接触確認アプリとは、どのようなものですか。

利用者ご本人の同意を前提に、スマートフォンの近接通信機能（ブルートゥース）を利用して、お互いに分からないよう
プライバシーを確保して、新型コロナウイルス感染症の陽性者と接触した可能性について、通知を受けることができます。
なお、本アプリはApple社とGoogle社が提供しているアプリケーション・プログラミング・インターフェイス(API)を元に開発し
ています。

問２ アプリを利用することで、どのようなメリットがありますか。

利用者は、新型コロナウイルス感染症の陽性者と接触した可能性が分かることで、検査の受診など保健所のサポート
を早く受けることができます。利用者が増えることで、感染拡大の防止につながることが期待されます。

問３ 他の利用者との接触をどのように記録するのですか。

スマートフォンの近接通信機能（ブルートゥース）を利用して、ほかのスマートフォンとの近接した状態（概ね１メートル
以内で15分以上）を接触として検知します。近接した状態の情報は、ご本人のスマートフォンの中にのみ暗号化して記
録され、14日が経過した後に自動的に無効になります。この記録は、端末から外部に出ることはなく、利用者はアプリを
削除することで、いつでも任意に記録を削除できます。

ご利用のスマートフォン同士が、概ね１メートル以内の距離で15分以上の近接した状態にあった場合、接触として検
知される可能性が高くなります。機器の性能や周辺環境（ガラス窓や薄い障壁など）、端末を所持する方向などの条
件や状態により、計測する距離や時間に差が生じますので、正確性を保証するものではありません。

問４ 個人情報が収集されることはないですか。

氏名・電話番号・メールアドレスなどの個人の特定につながる情報を入力いただくことはありません。他のスマートフォンと
の近接した状態の情報は、暗号化のうえ、ご本人のスマートフォンの中にのみ記録され、14日の経過した後に自動的に
無効になります。行政機関や第三者が接触の記録や個人の情報を利用し、収集することはありません。

問５ 位置情報を利用するのですか。

GPSなどの位置情報を利用することはなく、記録することもありません。

問６ 他の利用者との接触を検知する目安はありますか。

問８ アプリでは、どのような通知がきますか。

新型コロナウイルス感染症の陽性者が、本人の同意のもと、陽性者であることを登録した場合に、その陽性者と過去
14日間に、概ね１メートル以内で15分以上の近接した状態の可能性があった場合に通知されます。通知を受けた後
は、ご自身の症状などを選択いただくと、帰国者・接触者外来等の連絡先が表示され、検査の受診などが案内されます。

問９ 新型コロナウイルス感染症の陽性者がアプリで登録したら通知はすぐにきますか。

利用者への通知は、１日１回程度となっております。アプリへの登録のタイミングによっては、すぐに通知されない場合が
あります。なお、アプリの設定で「通知をON」にしていただくと、通知があった場合に画面上に通知メッセージが表示されます。

問10 新型コロナウイルス感染症の陽性者と診断されましたが、アプリで登録しなかったらどうなりますか。

陽性者と診断された場合に、アプリへの登録は、利用者の同意が前提であり、任意です。登録いただくことで、あなたと
接触した可能性がある方が、検査の受診など保健所のサポートを早く受けることができます。

問11 陽性者との接触の可能性が確認されたとの通知を受けたら、何をすればいいですか。

アプリの画面に表示される手順に沿って、ご自身の症状などを選択いただくと、帰国者・接触者外来などの連絡先が表
示され、検査の受診などをご案内します。

問12 厚生労働省ではアプリで得た情報を何に利用するのですか。

厚生労働省では、アプリにより、利用者のデータを利用し、収集することはありません。利用者に氏名・電話番号などの
個人情報を入力いただくこともありません。

問７ 利用はいつでも中止できますか。

いつでも任意にアプリの利用を中止し、アプリを削除することで、すべての過去14日間分までの記録を削除できます。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 接 触 確 認 ア プ リ 利 用 者 向 け Q & A


